
｢～はしか I-enST.me しか←覚えて使
ってよい式

（イ E=dより E=1-_-
（イ）

（ウ F=EEより F-_-し､ ､ ､
ウ

（1）今電ことすだすすでなでひこ。に戻る→再び加速

としており、速度の平均値をw̅としている

伝え ✓衝突 電場から力を
受けて加速

じ

!

シンシ
ンに

（エ

十"

"

！～た｡

ながの よは（ウ）よ
f=？_し

ma=Fより
ma i l . l a = am

C=ひott½attより
d=0+½・T・ビ：、ビー⇔、、（エ）



12527（1）続き
-は）で=½ひmax

となる、（前ページの（イメージ）参

tcs）後の速度ひmaxは ひこひ。tatより

ひmax=Other・Td = F V
w̅=士ひmaxなので

w̅ = I T

= ，さは
（カ

I = e n S
w̅ に代入して

I = e n s.VIFWV Vので、乗、！、の例

（2
（キ ひこひ。tatより

UMax= 0+m T

w̅=土ひMaxより

w̅ =いたい
（7) I = e nS w̅に代入し て

I t e n s . Evan
=Cm-TV.mn※Vの1乗に比例

※使う文字次第で V = R I の関係が示せなくなるのが面白い



"

､-.-まだ鬱・
吉 が

（ア
オームの法則より
☒コ V、=X I x ○ V、 = r y i

: . Ix = ※ i.たんーー
これだ=Ictた
=ザ+だ =（*な、、

"）真の抵抗値は

が 芸
なのだが、実験ではI、とV、が測定されるのでだを測定値としている。

でこ"いだE が、、



1迎続き
（2)

I「 コ
✗す_で

"

-1

☁

"

一 一 ・

n=vではない( rv）し2-2sat m i -ひ

（ウ
オームの法則より
A ひ=ra I 2 ○ V 2 -ひ = X I 2

これより
V 2 - rA I 2 =X I z

i . V2=(ratDI2_mt.ch）

は真の抵抗値は

メ=シン
なのだが､ 歩だ､ 験では I2とV2が測定されるので！を測定
値としている｡

に"たが
=rAり䒑



3 7 続 き
-（3）（オ）

とになに一
人 と2こが""_
=がい =-がい（か

（キ
E、を変形

とに✗ だ
=、※ ←XE_h.FIとと、（誤差）が小さくなる。

（7)
E2=※ ←はが小__ざ程､ ､ の 誤差 が小さくな

る｡



1 2 1
（1 ブリッジ回路なので合成公式 は使えない。

そもそも基本的に使わないという方針を持っておこう、

抵抗値をよくみるとホイートストンブリッジの条件を
満たしている。よって P→Qに電流が流れない

つつ配置のまま分数にして※と！！
器｡ J10k2 f = ♀

を満たすので
っしい､

"

］ので

"

♂1

Ipsは0となる。1 - 1 - _ -
2 0 [ V ］

キルヒホッフ則より
2 0 =V +V '

オームの法則 より

V= 2 I、 V'=3エ、
V = 6 I 2 V'=912

20=V+Vに代入して、 I、、Izを求めると、
20=2 I、+3 I、 . ' . I 、 = 4 [ m A ]

2 0 = 6 I z + 9 1 2 . . . I2こ）[mA］
よって回路全体に流れる電流は

よこよ、な2=4十）
=と［mA）

合成抵抗は
R-「こ で、一= I き 3 . 8 1 . 1



12574続き
-111別解

模範解答のようにブリッジ部分を無視して、
合成抵抗の公式を使ってもよい。

2 [ k 2 ］

ッ-ロー一句で s t D2[k2］
一 、mLが！一ッ

|4 [ K R ) 4 [ KR ］と
I _ u _ m - e ~ 6 . r o -
楽に計算するため不明数が多くならないように工夫する。

不明な？でででででどにが
な

一 、 が ・ ・
、経路3つで、キルヒホッフ

の式をだすでり

ですか；ーるルークにいっうで
いいー ー ー ー

0 - 2 1 1 - 2 1 3 - 4 1 2 = 0 m 3 1ー ー ー ー ー 、 ，の経路より
0-7（1.-13）+4（12-13）+213=0...401ー ー ー ー ー 、 ，

※抵抗では、上流の電位が高いことに気をつけよう、



1 迎 続き
（3 前問（2）の式を整理する

② ： 91、 -713=20
③ ： - 2 i + 4 1 2 = 2 1 3
④ ： 71、-412 = 1313

③ 十 ④ 'で iュ を 消 去
511=1513

⇒ i、 =313・・・30"
②に代入して

9 .3 1 3 - 7 1 3 = 2 0
i . 3 = 1 . 0 に

③"より
i、= 3.0は刖

- _ -

③'より
- 2 . 3 . 0 + 4 1 2 = 2 . 1 . 0

. ' . I 2 = 2 . 0 ( A )
- _ -

のなどな
= 5 - 0 1 # 1

（4 全体で オームの法則をたてて

R = I = ? i m
= 4.0［1.21.1-a



1 2 合成抵抗の公式を使う練習と促えよう、

（1
( a )

I D p
B

A｡ 一♂？す
う､ 1､ ⇒¾½

ーーーーR、+R2と並列

R i tRzとR3の並列の合成をすると

i た + ！
=が12の ：Raがない！"

IRBCS
同様にして

Rt=！+1， ・

マンRBにと、が↔

RG様にし
て

Rt=RT+ !
i.Rca=ない者
が↔



12111続き
(b 図2でのRAB、RBC、RCAを考えると

RAB=RatRb ← Rcは関与しない
RBc = Rb+Ra
RCAF R a t Rc

これが（A）の値と等しいとすると

B
Ra tRn=に

"

？!

D
RptR c=でかと

A RatRe= は？ 3で
3式を辺々たすと

2(RatRnt Rc)=はは.BR?_？?I_2
_RiI)-
=RRiRiRi：.RatRbtRc=RR3
R3R1と



1211）(b）続き

⇒ Ra-RBPIR-3R3-R-nfR.rst Re )

= R 1？が一 で？こ と
二、？32-21エ）②

同様にして

⇒
Rb=は？でかは" Re=

"

！の" "

（2）

らが

$%

いでまとめた
苦

$

で らが名

おきかえ

⚠

嚙

!

､

"

鱭で
こ こ で

※ _ Ra=ではでな
二 1 [ R ]i.....？？

!

5- 2 同様に
Rp = 1 [ n ] Rc = 1 [ R ]



128-5112続き が+3.2
で・・'しー
すコ-ジン 並列の合成をして1こす

+！=½i
1 2

i.....で※で
の？ 一 路 = 2 r

↓ 合計 6 2

世、-_-ロ2-7 AD間は3

☁

11（キ）
（7 合計3-2 → I B

- A
2 - 2-に

$!

で
す｡ ⇒こし

"

す

i ↘
' か に 1 割i........-_-し合計6r ーいった
I A= I B + I c ・・・①

9=1・IA+3IB・・・② ]V=RIで暗算して
9= 1IA+6IC・・・③ キルヒホッフ則

①を② .③に代入して

9 = 4 I B + I c . . . ② '
9=IB+7Ic・・・③'

②より Ic = 9 - 4 I B、 これを③に代入して
9=IB+7（9-4IB）
品 I B = 2.0［刖

- _ - い （ 7 ）



1 2 時系列が複雑なので気をつけよう
なビント､ ジノはひらいたまま⇒回
り

⇒115）

☁

Kをとじて Kをひらいて
電荷はない 十分時間後 十分時間後 十分時間後

は？鬱な？※
でどの-※
の

｢※でするー
巤い・・・・・・

・！どう］
］↓
た｡

•かで､

$!

な｡

• - 5 1 1一間 -Ts a r
R、=15 [R ] R2=35

［2］しげ

"

実

にごばのそ
雲120[V] 120[V5で5

（1 十分時間後、コンデンサーに電流は流れないので、3つの
抵抗に流れる電流は全て同じになる。⇒I、とおく、

キルヒホッフ則より
120=V、+Vz+V5

オームの法則より
V 1= 1 5 I . .V 2=35 I . .V 5= 1 0 I、

連立して
120=15I、+35I、+10I、
品I、二2.0かーーーー （また、V、=30 [VJ.V2=70 [v1）



126 続 き
（2 アースとつながっている の 部 が O[V）の基準となる。

⇒ PはV2あがっている、 Q は V4あがっている。

P Vp=V2= 7 0 ˢ い

D V4を求める。
• キルヒホッフ則より

1 2 0 = V3+V4十V5
10［2］の抵抗のオームの法則より V 5 = 1 0・ 2： 2 0 [ V］なので

1 2 0 = V3十V4+20・・・①

• 電含量保などなにで

$

の部分が前後で保
存

• Q=CVより
q , = 2 V 3 . . .③ q2 =3V4・・・④

◦ 連立する、②に、③.④を代入して
0 = - 2 V 3 + 3 V 4
⇒ V 3 = 2V4・・・②'

① に 代 入 し て

1 2 0 = 主V4+V4+20
品 V 4 = 4 0 ［はーーーー

次の問題で使うものをだしておく。
② 'より ③より ④ 'より

V3=2・40 G=2-60 82=3・40
= 6 0 [ V ] = 1 2 0 [ uc ] = 120 [ N C ]



1287続き
3

1Kをとじる直前1-TT-
I_s.es

T-T-J_ss.li時間後）

GLEE . . . . . . .9=3 [MF ] G = 2 [M F I C 2 = 3［ µ F ]

1でなど､ 自
の

で_と州・J・.かなで- の フ|｢では-_-州

"

いたすし芸1

120[v] 120[V］

してい
だん ､ 計､ に流､ れ

る電流が01 -
⇒抵抗には流れる。

②色分けを行う。
⇒CIとR、，C2とR」にかかる電圧が
同じとわかる。ViViとおく、

③だ

$

が独立しなくなるので電気量保存 は

不成立となる。

◦抵抗の情報からVi.Viを求める。
⇒実は（1）.（2）と状況は同じ、
V,'=V、=30 [V1 V I = V 2 = 7 0 [ V］

。 Q = C Vより
q i = c , v i q i = C z v i
二2-30=60µーーーい， =3・70=210，1，



（4）前後の状況を整理す
1Kとじる直前1-TT-
I_s.es

T-T-J_ss.li時間後1

G=2［µF ] C 2 = 3 [ U F ]
G = 2 [M F I C 2 = 3 [ U FJ

で-.-がで_だ
だけが........どで
-☐※ロー。 しだ☐よ

R、二15[R] R=35［2) R , = 1 5 [ R ] R=35（2)LFのだし しげ

"

だ1

120[v] 120[V］

ぶ "¼
i . .....で囲んだ部分に注目すると、電荷の総量は
0 一 → + 1 5 0 に変化している

よってP→Q_向きに150_uc」、、の電荷が流入したとわかる

､



2 続き
（5
1Kを開く直前1-T-
J.se/ 1十分時間後5 -T I . s . -

C 2 = 3 [ U FJ

ででででで
の

じなな・：
並でのどの-で落すな、

$

での._-なでが｡

R F 1 5 [ R ] R=35［2) R、=15 [R ] R=35Gyにだに

'

しだ
120[v] 120[V]

•スイッチを開いても、抵抗を流れる電流に変化はないので、
10 [R］にかかる電圧も変わらず20 [V1である。 よって
キルヒホッフ則より

120=V,"+V2"+20

•

まただここだッがすすで電気量が保存する。
- 60+2 10ニ - q ," +q2 ". . .⑥

◦ Q=CVより
q,"=2V、"...⑦ &"=3V2 ". . .⑧

。 ⑥ に ⑦ . ⑧ を 代 入 し て
1 50= -2V," +3V2 ". . .⑥ '

◦ ⑤ を 代 入 し て

150=-2（100-V2"）+3V2"
：.V2"= 70［レコ

- _ - の状況はKを開く前と変
わらないのだ､

⑤ よ り これは本冊解答の別解にあたる。
V,"=30［✓コ

ー ー ー ー

⑤の立式の経路がちがうので
読み
しづらくなりました､
申し訳ないです｡



1 2
理想的ダイオードの解法 、 回 跡 ん①とりあえず導線として扱い

たてて解く、

⚠

､ ？！|；な
断線は最初"は

1R、↓た

R, なまにのとりあえず導線として扱
う､ ⇒電位差0なので同じ色、

B
色分けより

R Iに E 1
､
R 2に E z の電圧がかかるとわかる、

V = RIより

Iに F エ2こだ

I . . I s I の 関 係 は
I、 = I t I s

となり、I、.I、を代入すると

にまだ
：.I=だーE

ここで I > 0なら電流が流れるので

だだ
i .だだ . . .の

ー ー ー ー い



2 7続き
2 前問いでたてたように

エ2こ
RE.mn

（3 流れないときは、断線として扱い、最初から解き直す。

l一TこしR↓I 枝わかれしないので
Iは共通、

E F ✗ 上Ezエ↑に釦聡に⟂

キルヒホッフ則より
0-V、+E、一V2+E2=0 （スタート→ゴールの経路）
⇒ E、+E2=V、+V2

V= R Iより
VにR、 I V 2 = R z I

代入して
E . t E r = R . I t R zI

：ょない



2 8 7 続 き

（4 ダイオードを流れる電流の向きが変わるタイミングを考える。

① よ り だ>だが流れる条件であり、値を代入すると、

せ > F ⇒ 4 た

4>E2のときは（2）で求めた電流。
エ 2 = E = 1-_-

が流れる。

4くEzのときは（3）で求めた電流

I = になる こ と
= 3、 2 + 与一2

が流れる。グラフを書くと、ー
い
5.し

"

､
瑾､ ..........
､

ーーーーーた
ろ､ 2+長

ら
すい-_-いた
I-F2


